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成
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夷

列
伝
」
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構
成

波
多

野
鹿

之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
伯
夷
列
伝
」
は
史
記
列
伝
、
七
十
巻
中
、
最
も
難
解
な
ひ
と
ま
き
で
あ
る
。

　
本
稿
は
こ
の
難
解
な
「
伯
夷
列
伝
」
を
先
ず
起
承
転
結
の
故
智
を
借
り
、

全
篇
を
大
き
く
四
段
に
分
割
し
、
各
段
ご
と
に
肝
要
と
思
わ
れ
る
個
所
に

考
察
を
加
え
、
そ
の
分
析
的
操
作
を
通
じ
て
、
全
篇
に
貫
通
す
る
脈
絡
を

さ
ぐ
り
、
巧
み
な
本
篇
の
構
成
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
紙
数
の
関
係
上
、
今
回
は
そ
の
前
半
、
つ
ま
り
起
・
承

の
段
の
み
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
、
最
後
に
伯
夷
叔
斉
説
話
を
神
話
伝
説

の
立
場
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
文
学
に
貫
流
す
る
「
憤
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

と
「
怨
み
」
の
源
流
を
た
ず
ね
、
最
後
に
明
楊
慎
日
「
太
史
公
作
二
伯
夷

　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ト

侯
一
満
腹
是
怨
」
の
語
句
を
以
っ
て
本
文
を
結
ん
だ
。

「
伯
夷
列
伝
」

は

＊

＊

『
史
記
』
列
伝
七
十
篇
の
曙
頭
に
掲
げ
ら
れ
、
伯
夷
・
叔

斉
の
事
に
籍
り
て
『
列
伝
」
全
体
の
序
論
と
し
た
も
の
で
、
列
伝
中
、
特
に
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き

雑
難
解
の
感
を
抱
か
せ
る
巻
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
粘
涜
し
て
存
段
落
の
主
旨
を
探
り
、
一
つ
の
段
落
よ
り
次
の
段
落

へ
の
巧
妙
な
推
移
の
跡
を
把
握
し
て
行
く
と
、
異
者
司
馬
遷
の
歴
史
観
、
彼
の

批
判
精
神
、
古
代
中
国
人
の
人
生
観
、
彼
が
本
書
を
撰
述
し
た
抱
負
な
ど
に
つ

い
て
の
真
意
が
髪
髭
と
し
て
浮
ん
で
来
て
、
叙
事
錯
綜
変
化
縦
横
の
申
に
、
一

貫
し
た
脈
絡
を
見
い
出
す
事
が
出
来
る
。

　
こ
れ
は
相
当
、
困
難
な
作
業
で
あ
り
、
や
や
も
す
る
と
独
断
に
陥
る
恐
れ
も

あ
る
が
、
本
稿
は
先
ず
起
承
転
結
の
故
智
を
借
り
、
全
篇
を
大
き
く
四
段
に
分

割
し
、
各
段
ご
と
に
、
肝
要
と
思
わ
れ
る
個
所
に
考
察
を
加
え
、
そ
の
操
作
を

通
じ
て
、
全
篇
に
貫
通
す
る
脈
絡
を
さ
ぐ
り
、
巧
み
な
本
篇
の
構
成
の
実
態
を

把
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。



　
「
夫
学
者
載
籍
極
博
」
よ
り
「
何
以
称
焉
」
ま
で
を
起
の
一
段
と
す
る
。
こ
こ
で

は
孔
子
が
述
作
し
或
は
冊
定
し
た
と
思
わ
れ
る
六
裁
（
薮
は
芸
の
古
字
。
六
経

Ｈ
詩
、
書
、
礼
、
楽
、
易
、
春
秋
の
六
つ
の
経
典
の
こ
と
）
は
歴
史
を
記
述
す
る

上
に
最
も
信
拠
す
べ
き
賞
料
で
は
あ
る
が
、
な
お
、
六
経
だ
け
を
絶
対
視
し
、

他
の
学
派
の
資
料
を
無
視
す
る
と
欠
漏
を
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

　
　
　
　
　
ソ
レ
ア
ハ
セ
ノ
ヲ
　
ス
ノ
ヲ

を
口
五
示
し
、
　
「
販
協
二
六
経
異
伝
一
撃
斎
百
家
雑
話
一
」
　
（
太
火
公
自
序
）
と
い

う
主
旨
の
実
例
を
示
し
た
。

　
『
吏
記
』
は
撰
者
、
司
馬
遷
が

太
史
公
一
鵡
壁
～
先
人
（
鵜
諾
父
）
郁
一
一
竈
一
周
～
ぢ
ギ
影

　
　
リ
　
　
　
シ
テ
ル
マ
デ
ニ
　
ラ
ン
ト
ク
ツ
ギ
　
ヲ
シ
　
ヲ
ギ
　
ヲ

　
有
二
孔
子
一
孔
子
卒
後
至
レ
今
五
百
歳
有
下
能
紹
二
明
世
一
正
二
易
伝
一
継
二
春
秋
一

打
ク
苧
書
礼
楽
良
一
意
（
芦
諾
志
）
も
一
耽
ギ
意
在
一
斯
乎
、
小
子
一
私
一

　
　
ゾ
　
　
ヘ
テ
　
ラ
ン

　
何
敢
譲
（
太
史
公
自
序
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
父
、
司
馬
談
の
遺
命
に
従
い
、
易
伝
を
正
し
、
詩
、

　
　
　
　
　
あ
と
　
　
た
ず

書
、
礼
、
楽
の
跡
を
本
ね
、
孔
子
が
筆
ｍ
…
し
た
魯
の
吏
『
春
秋
』
の
あ
と
を
つ

ぐ
と
い
う
大
抱
負
を
も
っ
て
、
上
下
三
千
載
に
亙
る
店
大
な
る
紀
伝
体
の
通
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

『
吏
記
』
五
十
二
万
六
千
五
百
漢
字
の
大
著
を
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
書
香
門
弟
（
嫡
臓
秋
の
）
と
生
れ
、
少
年
時
代
よ
り
熱
心
に
儒
教
の
教
養
を
身

に
付
け
た
司
馬
遷
に
と
っ
て
孔
子
は
至
聖
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
純
粋
な
る

仁
人
で
あ
り
、
人
間
の
典
型
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
孔
子
肚
家
」
に
お
い
て
、
孔

子
を
次
の
よ
う
に
賞
讃
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

　
　
　
　
ク
ニ
リ
レ
ヲ
パ
ギ
　
　
ニ
ハ
　
　
ク
ト
モ
ト
、
ル
コ
ト

　
太
史
公
日
、
詩
有
レ
之
高
山
仰
止
、
　
景
行
（
け
通
）
行
止
、
雛
レ
不
レ
胞
レ
至
、

　
レ
ド
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ミ
　
　
　
ノ
　
　
ヲ
　
　
　
ス
　
ノ
ナ
リ
ヲ
ト
　
　
　
ユ
キ
　
ニ
　
ル
　
　
　
ノ

　
然
心
郷
二
似
（
眺
け
い
）
之
「
余
讃
二
孔
子
書
一
想
二
見
其
為
７
人
、
適
レ
魯
観
三
仲
尼

（
鼻
の
）
廟
堂
車
羅
桁
諸
氏
一
断
訣
其
芝
余
乱
テ
（
杉
獅
）
糾
リ

÷
不
一
氏
去
亨
一
嚢
繁
ポ
一
天
－
君
王
ヨ
到
｝
賢
パ
、
一
隻
、
當

　
レ

肢
一
鮒
蕉
帥
ご
ム
焉
・
孔
刊
布
衣
（
簑
）
二
馳
プ
堅
一
一
學
者
氏
ス
之
ワ

労
天
子
王
隼
軋
言
’
六
塾
者
折
一
一
共
轟
鶴
欝
し
）
於
夫
子
言
峠

刊
）
野
謂
一
姦
↓
夷

　
然
も
「
伯
夷
列
伝
」
の
起
と
承
の
部
、
つ
ま
り
、
そ
の
前
半
に
見
ら
れ
る
基

本
的
な
精
神
は
、
孔
夫
子
自
身
が
刷
定
し
た
と
考
え
て
い
る
資
料
や
『
論
語
』

に
見
ら
れ
る
孔
子
自
身
の
伯
夷
叔
斉
評
へ
の
疑
問
や
批
判
の
提
出
で
あ
る
。

其
処
に
は
孟
子
の

　
　
　
ク
　
　
ク
ゼ
パ
ヲ
チ
　
　
カ
　
キ
ニ

　
孟
子
日
、
譲
信
レ
書
則
不
レ
如
レ
無
レ
書
（
轟
心
章
句
下
）

す
な
わ
ち
、
書
経
は
六
経
中
で
も
、
そ
の
中
核
を
な
す
最
も
権
威
あ
る
経
典
で

あ
る
が
、
書
経
に
書
い
て
あ
る
事
を
全
部
信
じ
て
か
か
る
様
な
態
度
で
此
の
書

に
の
ぞ
む
な
ら
ば
、
そ
れ
は
問
違
い
の
も
と
で
、
む
し
ろ
書
経
そ
の
も
の
が
無

い
方
が
よ
い
－
と
い
う
思
考
と
共
通
す
る
中
国
人
の
鋭
い
批
判
精
神
が
現
わ

れ
て
い
る
。

　
で
は
、
司
馬
遷
は
儒
教
精
神
を
現
わ
し
た
載
籍
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
意
識
か
ら
之
に
対
決
し
た
か
。
少
し
く
本
文
に
則
し
て
考
え
て
見
よ
う
。

知
レ
學
者
ハ
（
岬
薄
頚
轄
か
鈎
で
）
載
籍
（
塗
酌
ア
軌
レ
ド
モ
（
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

箒
貫
欝
ろ
）
猶
多
信
ポ
六
更
（
薙
議
聾
紮
話
信
）

こ
れ
は
「
伯
夷
列
伝
」
の
冒
頭
の
文
旬
で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
　
『
史
記
』
全

百
三
十
巻
を
撰
述
す
る
司
馬
遷
の
基
本
的
態
度
を
閲
明
し
た
文
句
と
し
て
、
す

こ
ぷ
る
注
目
す
べ
き
個
所
で
あ
る
。

　
次
に
詩
・
書
は
共
に
残
欠
伏
亡
し
た
篇
が
あ
っ
て
、
現
在
、
完
全
な
形
で
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
（
『
尚
書
』
に
は
発
典
、
舜
典
、
大
萬
謹
な
ど
の

諸
篇
が
あ
っ
て
、
）
尭
、
舜
、
萬
等
、
古
聖
人
時
代
の
文
化
、
事
跡
は
そ
れ
に

拠
っ
て
知
る
事
が
出
来
る
と
述
べ
、
尭
、
舜
、
萬
、
禅
譲
（
諏
好
跡
批
榊
確
靖
鴫

批
パ
嫁
好
部
唯
僻
抑
脈
｝
吻
堆
）
の
概
略
を
述
べ
て
い
る
。

　
元
来
、
発
、
舜
、
萬
、
禅
譲
の
事
は
既
に
五
帝
本
紀
、
夏
本
紀
に
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
今
、
重
ね
て
そ
の
事
に
触
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ

う
か
。

　
そ
の
一
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
舜
萬
の
事
を
述
べ
て
、
そ
れ
と
対
照
的
な
立

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン

場
に
あ
る
許
由
、
下
随
、
務
光
の
事
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
舜
、
萬
は
そ
の
才
徳
を
認
め
ら
れ
、
群
臣
に
推
挙
せ
ら
れ
て
帝
位

に
即
き
、
そ
の
善
政
は
万
世
の
規
範
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
は
皆
、
書
経
に

記
載
さ
れ
て
、
そ
の
盛
名
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
一
方
、
許
由
と
か
木
随
、
務
光
な
る
者
が
あ
る
。
皆
、
盛
徳
の

君
子
で
、
そ
れ
ぞ
れ
尭
や
段
の
湯
工
よ
り
位
を
譲
ら
れ
た
が
、
之
を
受
け
ず
、

反
っ
て
こ
の
事
を
恥
じ
て
世
を
逃
れ
去
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
之
等
の
高
士
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

い
て
は
六
経
に
載
せ
る
と
こ
ろ
が
無
い
、
た
だ
、
主
と
し
て
、
儒
教
と
反
対
の

立
場
に
立
つ
道
教
の
書
、
『
荘
子
』
な
ど
に
説
く
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の

高
い
風
格
は
正
式
に
は
認
め
難
い
。
こ
れ
を
ど
う
敢
扱
っ
て
よ
い
か
。
　
　
と

い
う
問
題
を
提
起
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
上
古
の
禅
譲
の
美
風
を
挙
げ
て
、
周
の
武
王
が
段
の
紺
王
を

放
伐
（
鰯
批
鵡
醐
ピ
討
）
し
た
こ
と
の
非
を
よ
り
明
ら
か
に
浮
彫
に
せ
ん
が
た
め

で
あ
る
。
股
周
放
伐
の
事
は
「
伯
夷
叔
斉
伝
」
中
の
申
心
的
な
事
件
で
あ
り
、

そ
の
非
を
明
示
す
る
こ
と
は
、
伯
夷
叔
斎
の
低
抗
精
神
の
純
粋
さ
を
、
よ
く
明

確
に
浮
び
上
が
ら
せ
る
事
に
な
る
。

　
こ
の
事
は
作
者
自
身
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
優

れ
た
作
晶
と
い
う
も
の
は
、
筆
者
が
無
意
識
の
内
に
、
巧
妙
な
結
構
を
生
み
出

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
注
意
す
べ
き
第
三
は

舜
・
萬
之
閃
岳
（
博
鮎
鵠
詑
饒
蟻
糾
鞭
黎
劉
蕪
構
）
牧
（
醸

笠
訟
賭
稗
仁
融
長
）
硲
樽
ム
々
ハ
チ
試
ぎ
於
位
一
、
榊
蘇
フ
凱
ル
七
雫

　
　
　
ニ
ル
シ
カ
ル
　
ク
ヲ

　
功
用
既
興
、
然
後
授
レ
政

の
一
節
で
あ
る
。

　
舜
が
萬
を
そ
の
後
継
者
と
し
た
の
は
、
舜
個
人
の
悠
意
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
、
列
侯
の
異
議
な
い
賛
同
を
得
、
そ
の
上
、
舜
白
身
及
び
列
侯
の
評
価
の
当

否
を
見
定
め
る
た
め
、
数
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
実
際
の
職
に
就
か
せ
て



之
を
試
み
、
功
績
が
確
か
に
挙
っ
た
の
を
見
定
め
た
上
、
之
に
天
下
の
大
権
を

授
け
た
と
言
い
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

示
デ
下
鼠
一
壱
者
ガ
統
一
縫
る
一
馴
着
下
バ
影
む
費
ヲ
（
繁

藷
）
杜
リ

で
あ
る
。

　
岳
牧
成
薦
は
一
種
の
貴
族
政
治
で
あ
っ
て
、
決
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は

な
い
。
し
か
し
又
、
決
し
て
秦
漢
以
後
の
世
襲
の
帝
王
に
よ
る
東
洋
的
専
制

（
鵬
臓
岬
）
君
主
制
で
は
な
い
。
ユ
一
、
口
わ
ば
、
一
種
の
ト
ツ
ブ
．
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で

あ
る
。

　
司
馬
遷
が
仕
え
た
漢
の
孝
武
皇
帝
、
い
わ
ゆ
る
武
帝
は
、
英
選
茱
敢
な
百
世

不
出
の
名
君
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
独
断
盗
意
の
典
型
的
専
制
君
主

で
も
あ
っ
た
。
司
馬
遷
自
身
最
も
著
し
い
そ
の
悠
意
の
犠
牲
者
で
あ
る
。

　
彼
は
漢
の
名
将
、
李
陵
が
働
奴
を
討
ち
、
歴
戦
八
日
、
孤
立
無
援
の
内
に
、

我
に
十
数
倍
す
る
敵
軍
に
囲
ま
れ
、
後
日
を
期
し
て
、
勾
奴
に
降
っ
た
の
に
対

し
て
、
満
腔
の
熱
意
を
以
っ
て
李
の
忠
誠
を
弁
護
し
た
た
め
、
つ
い
に
武
帝
の

逆
鱗
に
触
れ
・
獄
に
下
さ
れ
て
、
人
問
と
し
て
最
も
恥
ず
べ
き
宮
刑
（
帷
碗
傭
肋
一

に
服
し
た
の
で
あ
る
。
遷
が
敗
残
の
身
を
以
っ
て
、
寅
官
た
る
の
屈
辱
に
耐

え
、
な
お
、
余
生
を
貧
っ
た
の
は
、
た
だ
た
だ
、
厳
父
の
遺
命
を
奉
じ
て
『
史

記
』
全
巻
を
書
き
上
げ
、
以
っ
て
、
後
世
の
知
己
を
待
た
ん
が
た
め
で
あ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

従
っ
て
「
史
記
」
は
憤
り
の
余
に
成
っ
た
憤
り
の
文
学
で
あ
る
。

遷
が
「
伯
夷
伝
」
の
冒
頭
、
上
古
、
禅
譲
の
美
風
を
述
べ
た
の
は
、
無
意
識

　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま

の
内
に
糾
す
べ
き
を
糾
し
、
挙
ぐ
べ
き
を
挙
げ
、
毫
も
そ
の
処
置
を
謬
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

っ
た
、
尭
、
舜
、
萬
の
廿
を
偲
び
、
以
て
己
れ
が
満
腹
の
怨
み
を
洩
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。

　
以
上
挙
げ
た
三
個
条
の
う
ち
、
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成
に
直
接
、
関
係
の
深

い
の
は
「
許
由
、
下
随
、
務
光
な
ど
を
ど
う
取
扱
っ
て
よ
い
か
」
と
い
う
、
始

め
の
一
条
で
あ
る
。

　
起
の
段
で
は
之
に
明
確
な
解
答
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
の
段
の
末
旬
は

　
　
レ
　
ヲ
　
テ
　
セ
ラ
〃
ク
）

　
此
何
以
称
　
　
焉

で
終
っ
て
い
る
。
　
「
こ
れ
は
一
体
、
い
か
な
る
秋
拠
に
も
と
づ
い
て
言
っ
た
の

で
あ
ろ
う
（
人
の
口
の
端
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
」
の
意
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
は
遷
自
身
ど
う
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ

司
馬
遷
の
霊
妙
な
筆
法
で
、
読
者
は
っ
い
誘
わ
れ
て
、
筆
者
と
共
に
疑
問
の
淵

に
落
ち
入
っ
た
錯
覚
に
拘
わ
れ
、
多
く
の
者
は
次
に
来
る
記
述
に
期
待
の
胸
を

は
ず
ま
せ
る
。

　
又
、
或
は
一
家
の
見
を
立
て
る
事
を
好
む
者
は
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
許
由
、
木
随
、
務
光
の
箏
は
六
経
に
は
見
え
な
い
、
か
つ
、
天
下
重
器
を
譲

ら
れ
た
の
に
、
殊
更
、
之
を
断
り
、
殊
に
下
随
の
如
く
帝
位
に
即
く
の
を
嫌
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一



　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

て
身
を
桐
水
に
投
じ
た
り
、
務
光
の
如
く
石
を
負
っ
て
盧
水
に
沈
ん
だ
り
す
る

　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
ｏ

の
は
、
頻
る
人
情
の
自
然
に
反
す
る
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
例
の
荘
子
の
空
語

（
冴
沁
）
寓
言
（
脈
肚
け
）
で
許
由
、
下
随
、
務
光
な
ぞ
と
い
う
も
の
は
、
元
来
、

実
在
し
て
い
な
い
架
空
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
。

　
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
六
経
の
信
拠
性
を
重
視
す
る
立
場
で
、
許
由
な
ど
を
取

上
げ
て
、
殊
更
、
口
の
端
に
の
ぼ
す
の
を
拒
否
す
る
態
度
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ゾ
　
テ
　
ス
ル
ヤ
コ
レ
ヲ
　
と
が

の
立
場
に
従
え
ば
「
此
何
以
称
焉
」
は
「
此
何
以
称
レ
焉
」
と
答
め
る
語
気
を
含

め
て
訓
む
方
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

　
し
か
し
、
司
馬
遷
は
承
の
段
の
膵
刀
頭
に
立
つ
や
、
忽
ち
身
を
翻
し
て
、
こ
の

よ
う
な
六
経
絶
対
主
義
に
一
撃
を
加
え
え
た
。

　
承
の
段
と
は
、
私
考
に
従
え
ば
、
「
太
史
公
日
」
よ
り
「
怨
邪
非
邪
」
ま
で

　
で
あ
る
。

　
そ
の
冒
頭
は

太
史
屯
余
竿
箕
山
．
毒
講
質
・
）
隻
．
静
ダ
シ
払
許
由
之
勢

（
額
）
云

に
は
じ
ま
る
。

　
太
吏
公
日
（
献
敗
松
航
柵
鰍
切
）
に
っ
い
て
言
わ
ば
、

　
前
述
の
よ
う
に
『
史
記
』
は
孔
子
の
『
春
秋
』
の
跡
を
継
い
で
中
国
歴
代
の

吏
実
を
記
述
す
る
と
い
う
大
抱
負
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
記
述
態
度
に
つ
い
て
は
、
孔
子
の
立
場
と
一
様
で
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
ニ

　
　
ハ
イ
ハ
ユ
ル
　
ベ
テ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ス
ル
そ
ノ
ニ
シ
テ
ヲ
　
サ
ル
　
　
　
　
ル
ニ
ハ
　
　
　
　
ス
ル
ハ
　
ヲ

　
余
所
謂
述
二
故
事
一
整
二
斉
其
ノ
世
伝
一
非
二
所
謂
作
一
也
、
君
比
二
之
於
春

　
　
ニ
　
ア
ヤ
マ
テ
リ

　
秋
「
謬
秦

自
分
の
『
史
記
」
は
古
文
献
を
撰
集
し
之
を
整
理
し
て
歴
史
上
の
事
柄
を
述
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

る
の
で
あ
っ
て
、
孔
子
の
よ
う
に
「
正
二
大
義
名
分
一
」
と
う
一
貫
し
た
規
範
意

識
に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
私
の
著
作
を
『
春
秋
』
と
同
一

視
す
る
の
は
過
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
も
と
よ
り
、
筆
者
の
謙
遜
の
辞
で
あ
る
が
『
史
記
』
が
一
貫
し
た

規
範
意
識
に
統
一
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
◎

重
視
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
客
観
的
な
事
実
で
あ
っ
て
、
事
実
自
体
を
通
じ
て

彼
の
意
図
す
る
処
を
、
事
実
に
則
し
て
反
映
さ
す
の
が
彼
の
筆
法
な
の
で
あ

る
。

　
従
っ
て
彼
は
列
伝
の
本
文
中
に
、
明
確
に
自
己
の
意
見
・
主
観
を
提
出
し
な

い
。

　
た
だ
、
詳
し
く
事
実
を
記
述
し
た
後
、
そ
の
一
篇
の
末
尾
に
お
い
て
「
太
吏

公
日
」
と
い
う
簡
略
な
一
条
を
付
加
し
、
客
観
的
に
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
以

っ
て
全
文
を
総
括
す
る
の
を
常
と
す
る
。

　
だ
か
ら
叙
述
の
中
途
で
「
太
吏
公
日
」
が
出
て
く
る
事
は
稀
で
あ
り
、
こ
と

に
伯
夷
列
伝
の
場
合
の
よ
う
に
、
起
承
転
結
の
承
の
段
の
初
頭
に
こ
の
言
葉
が

出
て
来
る
の
は
例
外
に
属
す
る
。
そ
こ
で
読
者
は
、
い
さ
さ
か
奇
異
の
感
を
抱

き
、
次
に
何
が
述
べ
ら
れ
る
か
と
大
き
な
期
待
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
期
待



度
は
、
糺
苫
（
沽
贈
汁
眺
飢
楽
）
楽
ぼ
〔
の
場
合
の
よ
う
に
全
篇
の
冒
頭
に
大
史
公

日
が
出
て
く
る
場
合
よ
り
も
、
更
に
大
き
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
、
太
吏
公
日
の
四
字
自
体
は
唆
人
が
添
加
し
た
文
句
で
あ
る
と
見
散
し

　
　
　
　
　
ワ
レ

て
も
、
次
に
余
と
言
う
主
語
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、
太
－
…
人
公
日
の
四
語
は

自
ら
生
き
て
く
る
。

　
つ
い
で
、
司
馬
遷
は
「
体
験
の
み
真
な
り
」
と
い
う
西
哲
の
格
言
に
呼
応
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
シ
ニ
　
　
　
　
ニ

る
ご
と
く
、
〔
分
の
若
い
日
の
体
験
を
遥
か
に
想
起
し
、
「
余
登
二
箕
山
一

ノ
　
　
ニ
　
シ
　
リ

其
」
Ｌ
蓋
有
二
許
由
之
家
一
云
」
と
断
、
．
Ｈ
す
る
。

二
の
「
著
許
由
豪
云
一
を
ど
礼
む
（
韻
）
か
。
こ
れ
は
重
蛭
な
点

で
・
全
篇
の
関
鍬
（
紬
）
が
こ
の
一
句
の
訓
み
方
、
碍
に
掛
一
て
い
る
と
舌
え

ろ
。　

こ
の
処
を
吏
記
囚
字
解
本
で
は
「
多
分
許
由
の
塚
あ
り
と
の
話
を
耳
に
せ

り
」
と
口
択
し
て
い
る
、
他
の
口
訳
－
囚
訳
漢
文
大
成
本
、
現
代
語
訳
火
記

な
ど
ー
の
解
釈
も
皆
大
同
小
異
で
あ
る
・
こ
れ
は
「
集
（
揺
ピ
お
）
引
許

　
　
　
　
イ
フ

由
之
雰
云
」
と
訓
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
「
蓋
」
に
は
た
し
か
に
、
多
分
、
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
イ
フ

う
に
、
考
え
て
見
る
に
と
事
物
を
推
量
す
る
意
が
あ
る
。
又
、
云
は
云
爾
と
い

う
形
と
同
じ
様
に
、
時
に
文
末
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
『
云
』
は
、
ト

イ
フ
と
訓
む
の
が
調
慣
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
個
処
を
「
多
分
、
許

由
の
塚
あ
り
と
の
話
を
耳
に
せ
り
」
と
口
訳
す
る
の
は
語
法
上
、
弼
慣
上
、
決

し
て
問
違
っ
て
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

　
し
か
し
「
蓋
」
は
原
来
は
允
語
の
辞
で
あ
っ
て
、
下
文
に
主
観
的
判
断
を
予

想
す
る
た
め
の
起
辞
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
一
般
に
多
分
、
思
う
に
、
考
え
て

見
る
と
、
と
い
う
よ
う
な
推
量
の
意
を
表
わ
す
訳
語
を
以
っ
て
、
之
に
あ
て
る

が
、
下
に
確
信
的
な
主
劔
の
判
断
を
予
想
す
る
場
合
に
は
確
か
に
、
つ
ま
り
、

な
ど
断
定
の
意
を
表
わ
す
辞
と
見
な
し
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

　
又
云
に
は
日
の
意
の
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
時
に
句
末
に
附
字
（
矧
禰
諌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
マ
」
　
　
ニ
　
　
　
　
ハ
　
　
、
ノ

吋
靴
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
上
掲
の
「
低
回
留
レ
之
不
レ
能
レ
去

云
」
の
場
合
の
如
き
が
、
之
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
シ

　
だ
か
ら
「
其
上
蓋
有
二
許
由
之
家
ニ
ム
」
は
其
ノ
上
二
、
蓋
シ
許
由
之
家
ア
リ

と
訓
ん
で
、
「
其
の
上
に
、
た
し
か
に
、
許
由
の
塚
が
あ
る
の
を
見
た
」
と
口

訳
し
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
否
、
そ
う
洲
ん
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
上
の
太
吏

日
、
余
…
…
と
き
わ
だ
て
て
力
強
く
打
出
し
た
語
旬
と
緊
密
に
照
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ヲ
テ
セ
ラ
レ
タ
ル

　
っ
ま
り
、
筆
者
は
、
起
の
段
の
終
り
に
「
此
何
以
称
焉
」
と
軽
く
読
者
を
疑

問
の
境
に
誘
い
、
之
を
承
け
て
、
一
転
し
て
「
私
は
た
し
か
に
許
由
の
墓
を
見

た
。
墓
が
あ
る
以
上
は
、
許
由
は
決
し
て
荘
子
の
寓
言
に
出
で
た
も
の
で
は
な

く
、
実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
」
と
析
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
勿
論
、
Ａ
の
墓
が
存
在
す
ろ
事
が
直
ち
に
Ａ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
確
証

に
は
な
ら
な
い
、
魯
迅
は
言
う
。

　
中
国
人
は
昔
か
ら
大
人
物
と
関
係
あ
る
名
勝
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
あ
る
。

　
石
門
に
は
「
子
路
が
止
借
せ
し
処
」
が
あ
る
し
、
泰
山
に
は
「
孔
子
が
天
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三



　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

　
を
小
と
し
た
処
」
が
あ
る
。
一
つ
の
小
さ
な
山
の
洞
は
大
萬
を
埋
め
た
と
こ

　
ろ
で
あ
る
し
、
大
き
な
家
の
い
く
つ
か
が
あ
れ
ば
、
周
の
文
王
、
武
王
と
周

　
公
を
葬
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
す
る
。

　
（
魯
迅
『
花
辺
文
学
』
「
清
明
の
時
節
」
）

　
司
馬
遷
は
懐
疑
の
人
で
あ
り
、
「
伯
夷
列
伝
」
は
懐
敏
の
文
章
で
あ
る
。
し

か
し
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
以
前
の
時
代
に
生
き
た
司
馬
遷
に
は
、
そ
こ
ま
で
徹
底

し
た
漢
疑
癖
は
持
た
な
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
今
日
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
科
学
者

と
し
て
は
、
た
し
か
に
一
つ
の
欠
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
彼
は
悲
惨
な
境
遇
に
あ
っ
て
、
し
か
も
空
虚
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
る

事
な
く
、
後
世
に
知
己
の
出
ず
る
事
を
信
じ
て
、
不
朽
の
名
著
『
吏
記
』
を
完

成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
許
由
の
実
存
を
認
め
た
上
で
、
司
馬
遷
は
次
の
よ
う
に
一
一
、
〕
う
。

孔
子
序
孔
ル
ト
コ
（
確
離
嚢
確
べ
）
古
之
仁
聖
賢
人
狐
一
薫
太
伯
・
伯
夷
之

帆
ガ
ラ
衣
マ
ビ
ヲ
勾
余
ノ
汽
レ
ポ
酎
由
丸
（
麓
）
義
影
、
（
鯖
簸
一
一

嚢
派
支
文
敵
一
（
誠
）
石
プ
ソ
断
見
ま
繁
）
～
哉
ヤ

　
右
の
文
中
「
其
文
辞
」
を
其
ノ
文
辞
二
と
訓
め
ば
、
詩
・
書
の
文
、
孔
子
の

語
に
、
と
い
う
意
味
に
な
り
、
其
ノ
文
辞
と
送
仮
名
二
を
附
け
ず
に
訓
め
ば
、

許
由
や
務
光
に
っ
い
て
の
話
が
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
ウ
タ
ン
ポ

　
呉
の
太
伯
（
泰
伯
）
は
、
周
の
太
王
、
す
な
わ
ち
、
有
名
な
古
公
宜
父
の
長

子
で
、
父
太
王
が
心
中
、
位
を
太
伯
の
弟
季
歴
に
譲
り
、
つ
い
で
そ
の
子
の
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

（
後
の
聖
君
主
、
文
王
）
に
伝
え
た
い
と
希
望
し
て
い
る
の
を
察
し
、
逃
れ
て

南
方
呉
に
赴
き
、
呉
の
太
伯
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

　
伯
夷
は
叔
斉
と
共
に
孤
竹
君
の
二
子
で
あ
っ
た
が
、
父
に
叔
斉
に
位
を
譲
ら

ん
と
す
る
志
の
あ
る
を
知
り
、
国
を
去
っ
て
西
方
に
赴
い
た
人
で
あ
る
。

　
伯
夷
、
叔
斉
の
事
は
『
論
語
』
の
公
冶
長
、
述
而
、
季
氏
、
微
子
の
諸
篇
に

見
え
、
太
伯
（
泰
伯
）
の
こ
と
は
、
同
じ
く
、
泰
伯
篇
に
見
え
て
い
る
。

　
司
馬
遷
の
考
を
え
推
測
す
る
に
、
許
申
木
随
、
務
光
、
太
伯
、
伯
夷
は
等

し
く
高
位
に
即
く
べ
き
機
会
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
い
さ
ぎ
よ
く
、
そ
の
栄
誉
を

捨
て
て
顧
み
な
か
っ
た
人
達
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
こ
れ
ら
の
人
の
行
為
は
全

く
軌
を
一
に
し
て
い
る
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
一
民
問
人
で
あ
り
な
が
ら
、

忽
ち
雲
の
上
に
招
か
れ
、
し
か
も
、
敢
然
と
之
を
振
り
捨
て
る
行
為
の
方
が
、

太
伯
、
伯
夷
の
場
合
よ
り
も
更
に
い
さ
ぎ
よ
い
と
一
言
え
な
い
事
も
な
い
。

（
勿
仏
岬
そ
の
止
反
対
の
状
態
も
考
え
ら
れ
る
が
）
允
（
誕
此
昨
れ
鵬
卜
以
峨
帥
鮭
）

テ
ス
レ
バ
　
ヲ
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
ツ
テ
シ

以
レ
　
所
レ
聞
、
｛
・
光
義
杢
高
と
い
う
語
気
か
ら
見
れ
ば
、
司
馬
遷
も
や
は

り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
も
、
儒
教
関
係
、
徒
っ
て
孔
子
関
係
の
書
に
は
、
許
・
光
の
事
に
つ
い

て
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
大
き
な
欠
漏
で
は
な
い
か
。
そ
の
様
な
憤
り
の
気

　
　
　
ノ
　
　
ニ
ル
ハ
　
シ
モ
　
セ
ゾ
ヤ

持
が
「
其
文
辞
不
二
少
概
見
一
何
哉
」
と
い
う
強
い
語
気
に
現
わ
れ
て
い
る
と

思
う
。

　
然
ら
ば
何
故
、
孔
子
は
太
伯
・
伯
夷
に
つ
い
て
は
詳
し
く
之
を
賞
讃
し
、
許



由
・
務
光
の
こ
と
に
は
触
れ
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
◎

　
第
一
に
考
え
ら
れ
る
事
は
、
孔
子
は
許
由
・
務
光
の
事
は
万
一
、
知
っ
て
い

た
に
し
て
も
、
之
を
衝
談
巷
語
の
類
と
し
て
問
題
に
し
な
か
っ
た
。

　
第
二
に
例
え
許
由
、
務
光
の
卒
を
知
り
、
一
応
、
そ
の
高
風
を
認
め
る
に
し

て
も
、
太
伯
、
伯
夷
と
許
由
、
務
光
と
で
は
全
く
そ
の
心
的
態
度
が
導
つ
と
考

え
た
。

　
四
人
の
人
は
斉
し
く
君
位
を
捨
て
た
人
達
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
太
伯
、
伯
夷

は
父
の
心
中
む
雛
・
兄
愛
（
欝
梯
を
）
の
遣
を
全
う
し
た
の
で
あ
る
。
っ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

り
、
父
子
・
兄
弟
の
秩
序
の
論
理
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
逆
説
的
な
積

極
性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
許
由
、
務
光
の
態
度
は
、
す
こ
ぷ
る
独
善
的
で
、

そ
こ
に
君
臣
の
義
も
な
け
れ
ば
長
幼
の
序
も
な
い
、
つ
ま
り
秩
序
の
論
理
が
な

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

い
。
言
わ
ば
、
世
の
い
た
き
す
ね
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
孔
子
は
か
か
る
独
立
孤

高
の
士
の
立
場
を
、
一
応
は
認
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
肯
定
は
し
て
い
な
い
。

だ
か
ら
之
に
呵
等
の
評
価
を
加
え
な
か
っ
た
。

　
司
馬
遷
は
こ
の
孔
子
の
心
情
を
理
解
し
て
い
た
か
、
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

か
。
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
話
は
分
り
や
す
い
、
理
解
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ハ
　
　
シ
毛
　
　
　
セ
ナ
ン
ゾ
ヤ

な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
一
概
に
「
不
二
少
概
見
一
呵
哉
」
と
強
く
き
め
つ
け
る
事

が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
又
、
理
併
し
て
い
た
と
も
考
え
る
班
も
出
来
る
。
ま
ず
、
孔
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
ツ
テ
　
　
シ

第
一
の
立
場
を
一
応
、
考
慮
に
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、
「
許
・
光
義
至
高
」
と
認

　
　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

め
な
が
ら
も
正
式
に
は
「
高
士
列
伝
」
と
か
「
隠
者
列
侯
」
と
い
う
よ
う
な
独

立
し
た
一
巻
を
設
け
て
、
許
由
、
下
随
、
務
光
な
ど
の
士
の
伝
記
を
詳
述
す
る

乎
は
敢
て
し
な
か
っ
た
。

　
又
、
第
二
の
立
場
を
認
め
た
か
ら
こ
そ
、
直
ぐ
次
の
文
章
で
仁
の
問
題
に
倫

及
し
た
。
た
だ
し
、
仁
の
問
題
に
論
及
す
る
そ
の
仕
方
は
、
す
こ
ぷ
る
デ
リ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

－
ト
で
、
例
え
て
言
え
ば
芭
蕉
俳
諸
に
お
け
る
に
ほ
ひ
付
の
よ
う
な
手
法
で
あ

る
。
こ
の
巧
み
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
方
法
を
味
読
し
な
け
れ
ば
、
伯
夷
列
伝
全

篇
の
巧
妙
極
ま
る
結
構
も
分
ら
な
け
れ
ば
、
時
代
を
越
え
た
司
馬
遷
の
高
度
の

文
学
的
手
法
を
理
解
す
る
事
も
出
来
な
い
と
川
心
う
。

　
で
は
、
そ
の
事
を
事
実
に
則
し
て
見
て
行
く
た
め
に
、
次
の
一
段
に
進
も

う
。

孔
子
日
・
伯
夷
．
叔
脊
一
禁
旧
悪
一
（
船
帥
畿
跳
打
）
隻
ヲ
～
ア
（
篶

諮
だ
）
毎
リ
氏
濤
一
ら
又
影
な
余
悲
一
在
夷
隻
恥
一
野
二
（
誉
斜

詩
一
（
噌
離
聾
訓
な
）
可
い
簑
（
誰
帽
欝
信
）

　
ウ
一
フ

　
怨
ミ
ン
は
怨
マ
ン
と
よ
ん
で
も
よ
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
古
例
に
従
っ
て

上
二
段
活
用
と
し
て
読
ん
で
お
く
。

　
こ
こ
で
少
し
く
仁
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
思
想
は
「
有
」
と
い
う
思
惟
に
立
脚
す
る
。
ヤ
ー
ヴ
ェ
Ｈ
エ
ホ
バ
と

は
「
有
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
あ
る
。
（
参
考
　
　
「
わ
た
し
は
有
っ
て
有

る
者
」
「
わ
た
し
は
有
る
」
と
い
う
か
た
、
（
鋤
詐
紗
釦
耐
肩
監
勘
」
姻
か
期
本
）
「
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ゲ
ン

ん
じ
自
身
を
知
れ
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
の
歳
言
も
、
汝
と
い
う
個
人
が
あ
る
と

い
う
思
惟
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
有
る
」
と
い

う
思
惟
が
昇
華
さ
れ
、
そ
れ
が
集
申
的
に
強
め
ら
れ
た
場
合
、
絶
対
的
自
我
は

有
る
、
と
い
う
思
惟
に
到
達
す
る
。
西
洋
思
想
、
殊
に
近
代
西
洋
思
想
の
中
核

は
こ
の
絶
対
的
自
我
を
き
び
し
く
追
及
す
る
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
印
度
仏
教
の
般
若
の
智
慧
に
お
い
て
は
、
自
我
の
絶
対
性
を
否
定
す

る
。
絶
対
的
自
我
は
本
来
空
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
在
を
確
信
す
る
の
は
虚
妄
で

あ
る
と
見
傲
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
申
国
固
有
の
思
想
に
お
い
て
は
、
自
我
は
空
な
り
、
と
は
見
傲

さ
な
か
っ
た
。
自
我
は
た
し
か
に
、
存
在
す
る
。
し
か
し
、
絶
対
的
自
我
は
存

在
し
な
い
。
自
我
は
相
対
的
な
形
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
相
対

的
自
我
は
存
在
す
る
。

　
か
か
る
思
惟
法
に
基
づ
い
て
孔
子
の
仁
は
成
立
し
た
。
仁
と
い
う
言
葉
の
原

義
そ
の
も
の
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
。
恐
ら
く
原
始
時
代
に
於
い
て
は
、
そ
れ

は
具
体
的
な
祭
儀
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
概
念
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
孔
子
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
ム
　
シ
タ
ガ
フ
　
　
　
ニ

代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
「
仁
親
也
瓜
二
人
二
一
」
（
説
文
）
と
い
う
形
で
把
握

　
　
　
　
ヒ
ト
フ
タ
リ

さ
れ
た
。
イ
ニ
、
の
間
に
温
か
い
調
和
が
保
た
れ
る
こ
と
が
仁
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
、
「
父
子
有
レ
親
、
君
臣
有
レ
義
、
夫
婦
有
レ
別
、
長
幼
有
レ
序
、
明
友
有
レ

信
」
と
い
う
秩
序
の
論
理
が
出
て
く
る
。
（
備
考
…
…
墨
子
に
お
い
て
は
相
対

的
自
我
は
社
会
我
と
い
う
今
日
的
な
形
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
）
許
由
・
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
エ
ハ

光
に
は
、
こ
の
五
倫
に
従
う
精
神
が
見
出
せ
な
い
、
だ
か
ら
例
え
孔
子
は
許
由

．
務
光
が
実
在
し
て
い
た
人
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て

は
、
あ
げ
ず
ら
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
孔
子
の
こ
の
立
場
を
認
め

　
　
　
　
　
　
ル
ハ
　
シ
モ
　
　
セ
　
　
ゾ

な
が
ら
な
お
、
「
不
二
少
概
見
一
何
哉
」
と
答
め
た
。
歴
史
に
は
か
か
る
五
倫
の

道
だ
け
で
は
律
し
切
れ
な
い
、
あ
く
ど
い
事
実
が
あ
る
の
を
彼
は
見
て
来
た
か

ら
で
あ
る
。

　
答
め
て
お
い
て
彼
は
再
び
孔
子
の
仁
の
問
題
。
を
取
り
上
げ
、
仁
の
問
題
を
取

上
げ
た
の
を
糸
口
と
し
て
、
伯
夷
叔
斉
の
伝
を
述
べ
た
。
伯
萸
、
叔
斉
こ
そ
、

父
子
、
君
臣
、
兄
弟
の
道
の
矛
盾
に
悩
ん
だ
典
型
的
な
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
辺
の
う
つ
り
の
巧
妙
さ
は
私
の
簡
単
な
記
述
で
は
正
確
に
は
表
現
し
切
れ
な

い
。
本
文
に
則
し
て
熟
読
玩
味
す
る
の
が
正
道
で
あ
ろ
う
。

其
ば
．
（
窯
繋
離
誰
嚢
欝
簑
脈
帖
）
～
伯
夷
．
叔
示
孤
竹

君
（
騎
鴻
難
）
之
二
子
也
。
父
欲
い
一
宗
斉
瓦
ア
篶
ユ
ツ
葺
二
（
蜥
）
叔
斉

（
獺
議
舞
菖
が
）
乳
一
伯
乏
伯
乱
父
パ
叩
（
繍
）
午
狂
．
泌
封
象

亦
芦
ガ
簑
彬
逃
い
昏
企
定
中
子
嘉
の
一
帖
一
葎
姦
斉
聞
一
一
西
伯

（
驚
壌
の
）
昌
（
畿
）
象
暮
（
装
興
肌
）
詰
一
伽
，
ヱ
焉
（
薫
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ル

疑
驚
）
み
ア
詳
伯
乳
武
王
載
一
ズ
き
琳
誰
繁
一
夢
一
文
王
一

彩
砧
（
欝
王
。
）
伯
夷
・
叔
斉
沙
テ
駄
（
窪
潔
肋
）
乳
弔
父
彩

一
第
（
繁
諮
ま
）
窺
二
（
馳
の
）
ん
一
男
一
．
（
簑
肋
）
町
一
絆
い
も
（
賛
註

か
）
歩
宍
警
を
）
弗
ス
（
轄
を
）
一
共
警
梢
）
可
レ
謂
一
仁
乎
・
左
右
（
雄

■



藁
兵
）
簑
ン
ト
（
維
刊
）
一
之
一
太
公
（
霧
麗
）
竈
義
人
午
ク
帖
ア
一
舳

詐
せ
）
而
氏
ム
之
ヲ
・
武
王
巳
一
平
酎
軋
天
下
缶
ス
（
篤
譲
菖
一
粋

伯
夷
叔
乱
一
之
。
裂
ア
一
乱
一
臥
彰
ヲ
（
講
墜
剛
一
於
首
陽
北
到
ア
鮎

（
諮
ザ
欝
ま
）
艮
一
を
醇
ア
更
私
汽
彰
牝
（
饒
）
身
一
彼
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
ニ

匿
一
（
霊
汕
）
号
（
溝
ド
牡
）
采
一
王
一
敵
一
夷
（
擢
）
｛
暴
ヲ
（
羅
の
）
易
ギ
．

（
謹
の
）
雫
不
一
糺
一
一
影
一
ヲ
夷
、
神
農
・
虞
・
夏
（
驚
鎌
畷
鑓
簑
）

コ
ツ
エ
ン
ト
シ
テ

忽
　
焉

（
繁
押
か
）
伽
ぞ
我
幻
ツ
ク
款
ン
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ア
　
ユ
カ
ン

（
〃
牡
批
帖
を
）
夷
、
子
嵯
祖

（
慨
）
章
命
（
鑓
）
之
勤
、
ナ
蛋
を
首
陽
山
匡
比
レ
ニ
一
蒙
瓦
む

（
駿
ポ
謡
）
郷
弊
邪
（
黒
該
諾
で
）

以
上
が
承
の
段
の
全
部
で
あ
る
。

　
も
う
一
度
、
始
め
か
ら
起
承
の
段
全
体
を
見
て
み
る
と
、

　
１
、
六
経
、
徒
っ
て
儒
教
、
孔
子
の
精
神
に
準
拠
す
べ
き
こ
と
。

　
２
、
し
か
し
、
六
経
だ
け
に
よ
れ
ぱ
欠
け
た
者
が
あ
る
こ
と
　
　
許
由
、
下

　
　
随
、
務
光
な
ど
。

　
３
、
欠
け
て
い
な
い
者
（
伯
夷
、
叔
斉
な
ど
）
に
っ
い
て
も
孔
子
の
取
扱
い

　
　
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
。

　
を
述
べ
、
最
後
に
怨
ミ
タ
ル
カ
非
カ
と
い
う
反
語
的
な
表
現
を
用
い
て
孔
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

が
伯
夷
・
叔
斉
は
又
何
ヲ
カ
怨
、
・
・
ン
乎
（
何
も
怨
む
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
）

と
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
怨
、
・
・
タ
ル
邪
非
邪
、
怨
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

る
）
と
断
定
し
、
そ
こ
に
、
強
い
批
判
精
神
を
、
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

　
と
こ
ろ
で
、
怨
邪
非
邪
に
っ
い
て
二
っ
の
取
扱
い
が
可
能
で
あ
る
。

　
一
つ
は
伯
萸
、
叔
斉
は
怨
ん
で
い
る
に
異
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
孔
子
は
伯

夷
叔
斉
は
怨
ん
で
い
な
い
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
伯
夷
叔

斉
伝
説
は
歴
吏
上
の
事
実
を
誤
り
伝
え
た
寓
言
に
過
ぎ
な
い
と
司
馬
遷
は
考
え

た
「
孔
子
の
言
葉
に
重
点
を
世
く
立
場
。

　
も
う
一
っ
は
、
司
馬
遷
は
伯
夷
叔
斉
伝
説
に
準
拠
し
て
孔
子
の
見
解
が
誤
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
伯
夷
叔
斉
伝
説
に
重
点
を
お
く
立
場
。

　
構
文
全
体
か
ら
見
て
（
転
の
部
分
を
も
考
慮
に
入
れ
て
）
私
は
後
者
の
方
に

軍
配
を
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
っ
、
別
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
見
る
と
、
こ
の
二
っ

の
見
方
は
共
に
正
し
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
説
話
を
歴
史
的
事
実
と
見
ず
に
、
神
話
伝
説
の
立
場
か
ら
見

た
場
合
で
あ
る
。

　
申
国
は
歴
史
を
尊
重
す
る
国
で
あ
る
か
ら
、
民
問
の
神
話
伝
説
を
も
、
　
一

応
、
歴
史
の
形
に
作
り
変
え
て
、
之
を
歴
火
的
事
実
の
中
に
編
入
す
る
傾
向

が
、
す
こ
ぷ
る
強
い
。
こ
れ
は
古
事
記
神
話
が
神
話
の
形
の
ま
ま
で
正
火
の
中

に
融
け
込
ん
で
ゆ
く
姿
と
は
、
ま
さ
に
正
反
丸
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
中
国
民

族
と
日
本
民
族
と
の
思
考
法
の
始
原
的
な
柵
違
を
見
定
め
る
上
に
、
す
こ
ぷ
る

重
要
な
関
門
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
事
に
は
触
れ
な
い
。

　
然
ら
ば
伯
夷
叔
斉
説
話
を
神
話
伝
説
の
形
に
還
元
し
て
考
え
る
と
、
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七



「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

う
に
な
る
か
。

　
紙
数
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
要
点
だ
け
を
項
目
的
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
ｏ
ｏ
　
こ
れ
は
現
在
の
山
東
省
内
に
あ
っ
た
斉
国
を
中
心
と
し
て
発
生
し
た
説

話
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
叔
斉
（
弟
の
斉
）
と
い
う
名
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

　
又
、
こ
の
説
話
に
出
て
来
る
太
公
１
－
太
公
望
呂
尚
は
斉
国
の
始
祖
で
あ
る
。

　
四
　
伯
夷
と
い
う
の
は
東
方
民
族
た
る
股
民
族
を
個
人
化
し
た
名
前
で
あ

る
。

　
松
村
武
雄
著
『
日
本
神
話
の
実
相
』
（
二
二
九
頁
）
に
い
う
。

　
　
神
話
は
、
社
会
集
団
的
活
動
の
史
的
事
実
を
ば
、
個
人
的
活
動
の
事
件
と

　
し
て
表
出
す
る
強
い
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
「
神
語
」
な
る
も
の

　
は
、
杜
会
集
団
的
な
史
実
を
ば
或
る
特
定
の
個
人
が
為
し
た
奇
異
な
ロ
マ
ン

　
チ
ッ
ク
な
行
動
と
し
て
受
入
れ
、
且
つ
さ
う
い
ふ
風
に
表
現
叙
述
す
る
傾
向

　
が
強
大
で
あ
る
が
故
に
、
神
話
が
語
る
と
こ
ろ
に
史
的
要
素
が
含
ま
れ
て
ゐ

　
る
場
合
に
於
て
も
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
神
語
の
主
人
公
だ
け
の
身
の
上
に
生

　
起
し
た
史
的
事
実
で
あ
る
と
解
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
の
主
人
公
に
よ
っ
て

　
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
民
族
・
部
族
若
く
は
氏
族
の
間
に
生
起
し
た
社
会
的
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
実
で
あ
る
と
解
す
る
方
が
、
事
の
真
相
を
把
握
し
得
る
に
よ
り
近
い
の
が
通

　
則
で
あ
る
。
」

か
く
て
、
段
民
族
全
体
を
伯
夷
と
い
う
個
人
に
化
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八

　
イ
ン
　
　
イ

　
段
は
夷
を
鼻
音
化
し
た
も
の
で
、
元
来
、
同
音
で
あ
る
。
我
が
国
で
へ
び
の

こ
と
を
東
北
方
言
の
一
部
で
ヘ
ン
び
と
発
音
す
る
。
そ
れ
と
似
て
い
る
。

　
伯
夷
（
兄
の
夷
）
と
い
う
の
は
文
化
的
政
治
的
に
周
よ
り
も
先
進
民
族
で
あ

っ
た
段
に
与
え
た
名
で
あ
る
。

　
「
伯
夷
と
い
う
の
は
先
進
民
族
た
る
段
に
与
え
た
名
で
あ
る
」
と
い
う
の

は
、
私
の
創
見
で
は
な
く
、
貝
塚
茂
樹
先
生
の
名
著
『
中
国
古
代
吏
学
の
発

展
』
中
の
記
述
よ
り
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
股
は
山
東
省
を
原
住
地
と
し
て
起
り
、
一
部
は
西
方
、
河
南
省
安
陽
に
移
動

し
た
民
族
で
、
周
は
こ
の
民
族
の
こ
と
を
夷
（
す
な
わ
ち
東
夷
）
又
は
駿
と
よ

ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
固
　
叔
斉
は
段
に
対
し
て
文
化
的
、
政
治
的
に
叔
（
第
三
の
弟
）
で
あ
る
周

民
族
系
の
東
山
省
方
面
に
お
け
る
集
団
を
個
人
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
斉
は
周
朝
初
期
の
大
功
臣
太
公
望
呂
尚
を
始
祖
と
す
る
国
で
あ
る
。
周
朝
の

山
東
省
に
お
け
る
最
大
の
親
藩
で
あ
る
。

　
ゆ
　
伯
夷
、
叔
斉
が
位
を
譲
り
合
っ
た
と
い
う
の
は
、
段
周
放
伐
の
戦
乱
の

傍
杖
を
食
っ
て
困
窮
に
陥
っ
た
当
時
の
民
衆
が
、
神
農
、
虞
、
夏
、
禅
譲
の
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ヲ
　
　
ヘ
　
　
ニ

し
い
姿
を
兄
弟
相
譲
（
段
周
禅
譲
）
の
形
に
な
ぞ
ら
え
て
、
以
レ
暴
易
レ
暴
た
周

の
や
り
方
、
段
の
暴
政
に
対
す
る
批
判
、
低
抗
の
意
志
を
表
示
し
た
も
の
で
あ

る
。　

剛
　
こ
の
説
話
で
は
太
公
望
呂
尚
（
斉
の
始
祖
）
が
大
変
よ
い
役
を
つ
と
め



て
い
る
。
説
話
中
の
花
形
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
説
話
を
斉
国
の
文
配
者
が
自
分
に
都
合
の
よ
い
形
に
歪
め
る

た
め
に
、
後
か
ら
付
加
し
た
挿
入
説
話
で
あ
る
。

　
民
間
、
或
は
小
部
族
の
間
で
生
じ
た
神
話
伝
承
は
文
配
者
の
手
で
自
分
達
に

都
合
の
よ
い
様
に
歪
め
ら
れ
る
場
合
が
、
す
こ
ぷ
る
多
い
。
（
フ
ィ
ン
族
の
神

話
、
カ
レ
ワ
ラ
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
が
。
）

　
働
　
伯
夷
、
叔
斉
が
孤
竹
（
州
枇
離
休
あ
）
の
君
の
二
子
で
あ
る
と
い
う
の
は
・

　
こ
の
説
話
が
、
山
東
省
の
と
な
り
の
河
北
省
に
伝
播
し
て
行
っ
た
時
、
そ
の

地
の
支
配
者
に
都
合
の
よ
い
様
に
歪
。
め
ら
れ
た
挿
入
説
話
で
あ
る
。
或
は
、
大

国
斉
が
北
国
の
燕
と
関
係
を
結
び
っ
け
る
た
め
に
、
作
り
上
げ
た
話
か
も
知
れ

な
い
。

　
ｍ
更
に
も
う
一
つ
私
の
想
像
を
加
え
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
だ
く
な
ら

ば
、
こ
の
説
話
は
ま
ず
最
初
に
「
以
レ
暴
易
レ
暴
号
、
不
レ
知
二
其
非
一
棄
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

う
、
段
周
革
命
を
非
難
す
る
は
や
り
こ
と
ぱ
が
民
間
に
あ
り
、
後
、
そ
れ
に
個

有
名
詞
と
し
て
の
伯
夷
、
叔
斉
が
加
わ
り
、
第
三
段
と
し
て
太
公
望
呂
尚
、
孤

竹
君
が
加
わ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
働
　
首
陽
山
は
何
処
に
あ
る
の
か
分
ら
な
い
。
普
通
、
山
西
省
永
済
県
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
、
そ
の
地
の
山
に
あ
る
伯
夷
叔
斉
に
関
す
る

碑
文
の
拓
本
を
先
輩
か
ら
貰
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
山
西
省
は
周
民
族
の
原
住
地

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成

　
し
か
し
首
陽
山
は
睦
西
に
あ
り
と
い
い
、
洛
陽
の
東
に
あ
り
と
い
い
、
あ
る

い
は
、
遼
西
に
あ
る
と
い
う
。
↓
〃
伝
説
は
歩
く
〃

　
し
か
し
、
そ
れ
が
西
山
、
つ
ま
り
西
方
の
山
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
の
詩
に

よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
華
北
の
西
方
は
周
民
族
の
故
地
で
あ
る
。

　
側
　
伯
夷
叔
斉
は
西
山
で
、
つ
ま
り
周
王
朝
の
お
膝
元
で
、
栄
養
失
調
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

め
に
死
ん
だ
、
と
い
う
説
話
は
、
周
朝
に
対
す
る
い
や
が
ら
せ
で
あ
る
と
共

に
、
物
す
ご
い
低
抗
精
神
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

　
餓
死
し
た
と
い
う
処
に
、
東
洋
的
低
抗
の
限
界
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え

る
が
、
死
を
以
っ
て
周
朝
の
お
膝
元
で
、
周
朝
の
や
り
方
に
低
抗
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
こ
の
神
話
の
「
憤
り
」
「
怨
」
の
精
神
が
見
出
さ
れ
る
。

　
¢
の
　
こ
の
説
話
は
、
衝
談
巷
説
で
あ
る
と
共
に
、
「
怨
」
の
思
想
を
現
わ
し

て
い
る
。

　
伯
夷
叔
斉
説
話
に
示
さ
れ
た
こ
の
精
神
は
、
そ
の
ま
ま
流
れ
て

学
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

　
ノ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
レ
　
ト

　
明
楊
慎
日
「
太
史
公
作
二
伯
夷
雪
満
腹
是
怨
」

　
中
国
文
学
の
中
核
を
な
す
理
念
の
一
つ
は
「
憤
り
」
で
あ
り

る
。
（
未
完
）

＝
一
九

『
史
記
』
文

「
怨
」
で
あ
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